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活用方針・導入/活用までのステップ

VLP活用のねらい
 不登校の児童・生徒がオンライン上の仮想空間
を活用し、新たな居場所や学びの場において外
部とつながりをもつこと。

対象生徒・児童
 教育支援センター（はくちょう教室）に登録済だ
が通室することが難しい児童・生徒及び未登録
の児童・生徒でフリースクール等民間施設にも
通っておらず、VLPが必要と思われる児童・生徒

運営時間
 月曜日から金曜日の午前10時から12時まで、
午後１時から３時まで

活用方法
 配布されたアカウントより自宅から入室

【パターン１】
① 児童・生徒保護者から学校に相談
② 学校から教育委員会に相談
③ 教育委員会で協議
④ 学校にアカウント付与
⑤ 学校から保護者にアカウント付与
⑥ VLPに入室

【パターン２】
① 児童・生徒の欠席状況を鑑み、教育委員会から
学校にアカウント付与

② 学校から保護者にアカウント付与
③ VLPに入室

適日

●千代田区
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活動・取組み内容

●千代田区

活動・取組み内容

【導入前】（令和５年度末）
 基礎研究（全国で先行的に実施している好事例の収集）
 本区としてのねらいや目的、方向性や運用ルールの確認
 各部署との調整、スキームの構築
 専属の担当者を配置するための予算要望
 学校や保護者に施策の周知・理解啓発

【導入初期】（令和６年度当初）
 担当者による運用ルール等の確認
 担当者による操作研修
 アカウント付与のお便り作成
 セミナー等に参加し、都の先行自治体の事例収集
 保護者向けQA資料の作成

【運用期】（令和６年度５月以降）
 入室者の対応記録作成
 事業者（都）への月次報告
 校園長会にて進捗状況報告
 児童・生徒の欠席状況を鑑み、教育委員会から学校にアカウント付与
 「桃太郎電鉄 教育版」の活用申請
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成果/好影響・次年度以降の方針・利用者の声

児童・
生徒

○VLP上で、Web教材「デキタス」を自分の
ペースで集中して取り組むことができた。

○チャットやボイスチャットで支援員の方とコ
ミュニケーションを図ることができた。

○学校からアカウントが付与されたので、勇気
を出して入室してみた。

●もう少しVLP上でできることが増えるといいな。

教職員や
保護者等

成果/好影響

次年度以降の方針

 リーフレットを活用した学校や保護者への施策の周知・
理解啓発

 専属担当者の配置と連携
 「誰一人取り残さない」理念の下、新たな居場所や学
びの場の提供

 児童・生徒の欠席状況を鑑みたアカウント付与

令和６年度の取組に加えて、以下の方針を考えている。
 各校に設置している校内教育支援センター（スペシャ
ルサポートルーム）での活用

 管理者用アカウントをスクールライフサポーターへも付与
 教育支援センター（はくちょう教室）登録時にアカウン
トを付与

 企業や大学生等との連携

利用者の声

〇教育委員会から配布されたリーフレットで
VLPを知り、学校にアカウント申請をした。

〇子どもがVLP上でコミュニケーションを図ったり、
集中して学習に取り組んだりしていた。

●数回入室はしたが、継続しなかった。
●学校からアカウントを付与されたので、子ど
もに促したが、結局一度も入室することはな
かった。

●千代田区
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●千代田区 令和６年度千代田区不登校対策事業リーフレット令和６年度千代田区不登校対策事業リーフレット
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●千代田区 令和６年度千代田区不登校対策事業マニュアル令和６年度千代田区不登校対策事業マニュアル
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●千代田区 児童・生徒保護者へのVLPアカウント付与のお便り児童・生徒保護者へのVLPアカウント付与のお便り


